
３ ੪୫こども学園ॶࣉಒのݳয় 
 ಒのॶ೧਼ࣉ

ॶཀྵ༟ 虐ଶの಼༃ 

ྫ２೧ౕのୂॶࣉಒয়況 ８໌  
＜೧ౕ＞ ߶ߏ 1೧ਫ਼・߶ߏ 3೧ਫ਼：2໌（家ଔ౹࠸） 
＜೧ౕ＞  ߶ߏ 3೧ਫ਼：4໌（म৮ 4໌→ཱིࣙ） ঘ学ਫ਼：2໌（家ଔ౹࠸） 

  ྫ 2೧ౕの規ॶࣉಒয়況 4໌（༰ࣉ 4໌） 
４ ৮員ഓ （R３,３ࡑݳ） 

ਜ਼৮：２７໌（うち育ࣉ休暇より帰 2໌・規ࡀ༽ 1໌）  
ྡ৮：２໌  パート・০７໌ ＜ඍߡ＞ ୂ৮ं４໌  ２໌ं༼ࡀ 
৮झ：ࢬઅௗ・෯ࢬઅௗ・ࣆແ員・ใ括ௗ・基幹ద৮員・ৼཀྵྏ๑୴৮員・ݺพଲ応৮員 
家ఋࢩ援૮員・ࢩ援૮員・栄࢞・ฯ育ࣉ・࢞ಒࢨ員・管ཀྵॕ৮員 

５ ボランティアިླྀࣆ業 
＜ର＞ ・やまびこくらぶ（क़ঘܗでీ৪え・稲刈り） 

・ख央ライオンズクラブ（ஏ引＆バーベキューはࢯになり、ྖの魚の寄ଅ）

・खݟ会౨෨෨会（B級グルメ屋ୈはࢯ ৮員けのड़࠴ߪはࣰࢬ）

・खݟ会෨෨会（क़ঘܗでさつま芋ම৪え・芋ほり）

・ਫ਼ࣉಒ委員（そうめんླྀしはࢯになり、アルコールভಡ液の寄ଅ）

・ガイナーレख（༣びのިླྀはࢯ）

・学सボランティア（ࢯ）

・オレンジボランティア（ࢯ）

 ࢯ回਼・・・（ࢱࢢ߄ଞీ）金༧教育・（ࢱࢮ߀吉ీ）ਕ＞ ・華ಕ教࣪ݺ＞

＜ডଶ＞ ・海ࣙ衛ୄ音楽ୄコンサート（੪୫߶ߏডଶはࢯ） ・BBS༙ࢦによるランチডଶ 

ജ߶

 ൔ期࢝ 1  ൔ期࢝ 2
 ൔ期࢝ 3  ൔ期࢝ 4

（％１６）ޤ

虐ଶ(73％)

虞൞(5%)
ીร(５％)ߍ

ਐରద(３７％)

ৼཀྵద(３０％)

ネグレクト(３３％）

 ಒの௪学・௪園ࣉ
੪୫ঘ学ߏ・੪୫学ߏ・ྚ෫߶ߏ 
吉業߶ߏ߶ྗކ・ߏ 
ธࢢ߶学ߏ・खঐ業߶ߏ 
すくすくฯ育園 

ཤ༽ࣉಒ 
ਫ਼活ରࣆݩ業ཤ༽ １໌ 
（গཔదに委へ移ߨをߡえ
ているケース） 
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６ 実習生受入れ先 
・鳥取短期大学༰児教育学科９໌ ・鳥取大学地域教育学科５໌
・大阪健康ෳ祉短期大学ฯ育・༰児学科２໌ ・岡山短期大学༰児教育学科１໌

７ 児童の主な園内行事・地域参画行事・施設関係行事・学校関係 
月 内 ༲ 

４ (小・中・高)始業式・入学式 (ฯ)入園式 

５ (小・中・高)時間差・散登校 やまびこクラブ（縮小型で田植え） 中෨親会さんとの交ླྀ(ම植え) 

６ 

７ 七༨ (小・中・高)夏休み 

８ 夏休み長期帰省 帰省可児外出→中止 

９ (高)中間考査 (中)５強化期テスト 

10 
Ｈ＆Ｈ合宿（縮小）(小６)修学ྃ行 中෨親さんとの交ླྀ会(芋ほり) (高 3)就職試験  

(小・中)前期終業式・学期間休業日・後期始業式  ＢＢＳ会員さんとのランチ招待  

11 (小 5)船上山宿ഩ学習 (小・中)資源回収 

12 
冬休み 年年始長期帰省 ṹつき 大掃除  

子ども会クリスマス会・退団式→中止 園内クリスマス会→中止 

１ 西町とんど火まつり (中)休みけテスト 帰省可児外出→中止 

２ 節 （高）学年考査 (中)後期期テスト  （高 3）就職準ඍ活動  

３ 
(小・中)高卒業式、修྅式、春休み ฯ育園卒園式 退所セレモニー 春休み帰省 

西町子ども会入団式→中止 

ຘ月実施：ඈ難訓࿇・金༧教育・華道・誕生会  定期実施：児童相談所担当児童ෳ祉司との談 

８ 職員研修の実際 
管ཀྵ的職員 
組織管ཀྵ運営 
指導的職員ᶅ 

（ホーム長・基幹的職員）

組織運営に参画

専的研修・ルーティンワークと組織運営に関する価と改善。 

ケースのアセスメントとカンファレンス・スーパーバイズの進め๏を充実。 

職員のメンタルヘルスケア等・職員が働きやすい環境の整ඍ。 

児童・ฯ護者へのサービスの展開をඵき題点を見。 キャリアアップ研修。 

人事・࿓ແ管ཀྵ・制度のཀྵ解と応༽。 

指導的職員ᶆ 
組織運営に参画 
勤ແ年数 7年以上 

専的研修・ルーティンワークと組織運営に関する価及び改善、ケースのアセ

スメントとカンファレンス・スーパーバイズの進め๏を充実。

人事・࿓ແ管ཀྵ・制度の基ຌのཀྵ解 

中堅的職員 
運営管ཀྵのཀྵ解促進と参画 
勤ແ年数４～６年 

ＣＳＰ・とり〇子育て・セカンドステップトレーナーの成。 

障がいの特性ཀྵ解と育支援、チームアプローチの༙効性と重གྷ性の学習。 

日常的観察のポイント・０ＦＦ―ＪＴの奨ྯ。 

人事・࿓ແ管ཀྵ・制度の基ຌのཀྵ解 

適切な༩算管ཀྵでの事業の遂行・キャリアアップ研修。 

中国地区児童護施設職員研修会鳥取大会（ธ子）スタッフとして参画。→中止 

新任職員 
組織運営管ཀྵの基礎の習得 
勤ແ年数１～３年 

基ຌཀྵ೨、就業規則のཀྵ解、組織の一員としての在り๏、権ཤ༶護と人権侵害

止、ＯＪＴ・ＯＦＦ－ＪＴ、ルーティンワークのスキル継承・伝達、ＣＳＰ・と

り〇子育ての習得。セカンドステップのཀྵ解、新入所児童のアセスメントのཀྵ解・

育支援のシミユレーション化。園内ケース会参加。県各調査研究෨会所属。 

主な外෨研修  
鳥取県児童護施設協議会関係（生活支援෨会・乳༰児෨会・ฯ健衛生෨会・会計事ແ෨会・心
ཀྵ士෨会・家庭支援෨会・ITサポート෨会・権ཤ༶護チーム 各研修会及び研究会） 

金༧教育 

  近ྣ施設合同ඈ難訓࿇ 

ひだまり自ཱི研修 

中෨親会さんとの交ླྀ さつま芋ຉ 



鳥取県児童ෳ祉入所施設協議会関係（施設間研修・新規採༽職員研修・給食関係職員研修） 
ෳ祉職員キャリアパス対応生涯研修・親スキルアップ研修・苦情受担当者研修・གྷ対協担当
者研修・全国児童護施設新任施設長研修会（リモート） 
※新型コロナウイルス感染拡大止により、年間数回実施していた各研修は、ຈど 1回程度ずつの実施

※研修ではないが、県児童護施設協議会が県から委託され、子どもの権ཤ༶護のための「権ཤノート」の改訂

൝作成にあたり、検討会を重ねて協議し、現代にあったものを完成させた。

９ 施設環境の整ඍ等 
〇【൞】ඉ常自動通ๅ装置設置（園）〇置設置（園 1台）〇AED設置（園） 

〇༢導灯取り換え（園コスモスホームに 6台） 

10 苦情に関する状況 
11 寄・寄贈者 （พ紙記載） 

ྫ 2年度は、元年度からの新型コロナウイルス感染拡大事情の中で春休みが延長したこと、
そして感染止により行動規制がかかり、子どもの生活状況及び心ཀྵ的ストレスが子どもに大き
な影響を༫えた。その間、職員の見守りが十だったことで子どもの題行動に対する覚が遅
くなってしまった。それにより、අ害に遭った子どもに大きな安感を持たせてしまったことがあ
った。その原因に子どもが所持するスマートフォンの取り扱いと、職員の勤ແ体制の見守り低下と
いう題が挙げられる。覚後は、児童相談所と࿊携を強化し子どものケアにあたった。 
 この一年間、学校・学園内の子どもの行事も中止になることが多く、その都度、代わりとなるも
のを考えながらなるべく子どもの日常を圧യしないように心掛けた。 
コロナ禍において感染༩の実施と子どもたちの健康観察、そして自身の健康管ཀྵの徹底に重

点をおいたことはこれまでにない経験であった。今後、行動制限を加えられた生活を強いられても、
健康で生きていくすべを子どもと一緒に工していく努ྙを怠らないことを心がけたい。 
アフターケアについては、春に送り出した女児が自ཱིをめざしてスタートしたが、寂しくなり、
親元へ助けを求め職場をれたケースがあった。しかし家族とはらせない事情があり、ෳ祉行政
機関へと繋げた。再度、「自ཱི」とはどういうことかを見直し、個々にあった支援のあり๏を日常
生活の中で子ども自身と職員が共にට解いていくことが大切なことだと感じた。 
 2年度の新規入所児童は༰児であった。༰少期に家族とれざるを得ない状況下であるが、すく
すくฯ育園には社会的資源として丁寧なฯ育をしていただき感謝している。おかげで行きしぶる
ことなく新しい社会集団へ༻け込んでいくことができた。 
 また 3月は、親子再統合(家庭帰)に向けて関係者会議を設け、地域に繋げていくための情ๅ提
供にྙを注いだり、自ཱིしていく子どもたちの諸準ඍ等に時間をかけた。一人は県外（大阪）への
就職自ཱིであったため、特に新型コロナウイルス感染止対策には気をഓった。 
 一年間のコロナ禍の生活を教訓にして安全に過ごし、ຌ体施設建て替えにう事業も進めてい
くこと、そして仮住まい先の地域の中で子どもの生活を充実させていくことをඬにしたい。 

  学ྺพ・小学生෨会 
BBS会さんより 

児童相談所との࿊ཙケース



現㔠寄付者 敬称略
氏 名 氏 名 氏 名

山本䚷桂子 本光寺䚷森本昌和 福本䚷一浩

杉森䚷忠篤 水砂䚷美喜代 㟷谷町更生保護女性会

国㝿䝋䝻䝥䝏䝭䝇䝖 㔝藤商店 一般財団法人㫽取県労働者福祉協議会東㒊支㒊

現物寄付者 敬称略
氏 名

䞞䝣䝺䞊䝧䝹㤋出版本㒊
㟷谷町民生児童委員協議会
䞞㔠功䚷䝇䝸䞊䝞䞊
山㝜中央新報社
㫽取地区㻮㻮㻿会

㣗品及䜃衣㢮等寄付者 敬称略
氏 名 氏 名 氏 名

㛛司䚷一徹 㻔有㻕䡼䢚䡹䡲䡸䢚䡨䢆䢛䢙䡴䡣䡯䡿䢏䡫䡴 興宗寺
戸板䚷正慈 谷本䚷三㑻 田中䚷孝義
森本䚷昌和 㫽取䝲䜽䝹䝖販売 䝝䝻䞊䝈㫽取店
本光寺䚷森本昌和 藤原䚷真由美 大西䚷㐍
村田䚷弘子 䝍䜹䝝䝬 六角屋䚷松原久幸
望月䚷奈津季 内田䚷敦㑻 㞼㱟寺䚷大井住職
䝇䝸䞊䝞䞊䚸䝷䝇䝧䜺䝇 䝁䜹䞉䝁䞊䝷䝪䝖䝷䞊䝈䝆䝱䝟䞁䠄株䠅䚷㊊立康㞝 福本䚷一浩
䠄株䠅䛯䛛䛟䜙新産業 福田䚷忠司 㫽取地区㻮㻮㻿会䚷㛗泉寺䚷岩垣
㫽取中央䢓䡮䡱䢙䡹䢚䡴䢓䢈䢚 一般財団法人䚷䜏䜙䛔䛣䛹䜒財団 蔵光䚷渉
稲村䚷充史 䞞䝰䝸䝑䜽䝇䝆䝱䝟䞁 伊藤䚷方仁
大西䚷洋子 山本䚷栄一㑻 山本䚷洋一
㫽取中央䢓䡮䡱䢙䡹䢚䡴䢓䢈䢚䚷広岩 㫽取地区㻮㻮㻿会䚷副会㛗山本美穂 前田䚷修志
小林䚷正利 䝯䜺䜺䜲䜰広島㥐前 三嶋䚷敏子
宮尾䚷由紀子 内田䚷章久 三井住友海上中国本㒊中国損害䝃䝫䞊䝖第㻞㒊

北村䠄学園職員䠅友人 䢓䡮䡱䢙䡹䢚䡴䢓䢈䢚田中䚸広岩 䞞䝖䞊䝍䝹䝕䝄䜲䞁䝉䞁䝍䞊
大塩䚷英秋 礒江䚷正行 尾㷂䚷美江
池本䚷紀子 九㨣䚷全弘 佐川急便䞞
屋久島東㒊茶生産組合䚷藤山武彦 䝥䝻䝉䝭䞞 村上䚷浩教
芳尾䚷範子 㛗谷川䚷仁 㐲藤䚷祐二
磯江䚷妙子 内田䚷博㛗 池淵䚷㎮子
福本䚷昌子 㫽取地区㻮㻮㻿会 䛺䜚䛩䛺利用者家族
㔝藤䚷勲 岡村䚷俊昭 㔩谷䚷和則
㉺智䚷誠也 大原䚷基央 米子水㫽公園
中川䚷政㞝 日本㙾㣰組合 国㝿䝋䝻䝥䝏䝭䝇䝖
松本䚷昭子䚸広美 塩安䚷眞一㻔㍯島塗䛧䛚䜔䛩漆器工房䠅 大谷䚷明
匿名 㢪正寺 䞞光琳䜾䝹䞊䝥䝩䞊䝹䝕䜱䞁䜾䝇

㐲藤䚷千㭯 谷尻䚷春美 㔠田
中川䚷政㞝 䝬䝹䝃䞁䜰䜲㫽取株式会社 䞞䝤䝺䝑䝅䞁䜾䝇
䝃䞁䝬䞊䝖䚷片岡仁 田中䚷理美 松島冷子
䝺䜲䞁䝪䞊䝈 井上芳秀䠄㮖峯神社䠅 䜹䞊䝤䝇㫽取北䚸䜲䜸䞁㫽取
㻮㻮㻿䠄有志㻡名䠅 本田商店 䜹䞊䝤䝇日吉津
㻭䠊㼁䠄卒園生䠅父 䞞䝽䜲䝔䜱䞊䜶䝇 今㷂䠄䛺䜚䛩䛺職員䠅
卒園生保護者䠄㻭㻚㼁䠅 㫽取保護区保護司会第㻡分区 㻷兄妹父方祖父母
㻵䠊㻭祖母 㻷兄妹母方祖父母 㻺䠊㻿䠄学園児童䠅
大石䚷繭子䠄学園職員䠅 卒園生䠄㼅姉弟䠅 㕥木䚷栄美䠄学園職員䠅
北村䚷由㤶㔛䠄学園職員䠅 卒園生䠄㻹兄弟䠅 藤原䚷緑䠄学園職員䠅
尾崎䠄䛺䜚䛩䛺職員䠅 大田䚷節子䠄学園職員䠅 蔦尾䠄䛺䜚䛩䛺職員䠅
河田䚷沙織䠄学園職員䠅 䭾田䚷学䠄学園職員䠅 磯㎶䠄䛺䜚䛩䛺職員䠅

㡰不同

令 和 2 年 度 現 㔠 寄 㝃 䞉 現 物 寄 㝃 報 告

絵本㻝㻡㻢冊
対物用消毒液㻠㻚㻡㻸㽢㻞䚸対物用䜶䝍䝜䞊䝹㻤㻜㻜㼙㼘㽢㻟本

䡵䢚䡬䢍䡻䢈䢀㻘䢀䢓䢙䢊䢛䢔䢙㻘䢊䢚䡬䢀䢚䡵䢚䡬䢍
䜽䝸䝇䝬䝇䝥䝺䝊䞁䝖䠄䛚䜒䛱䜓䠅

自㌿㌴㻟台

内容


